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今月の表紙 2019.4.2

インスタ映えでも、迫力が違う。伝統映えっていうのかな。
内堀福島県知事が、昭和村を訪問。小雪が舞うなか向かったのは、古民家ゲストハウス「S

シ ェ ア ベ ー ス

HAREBASE 昭和村」
（野尻）。関東から移住して本業の傍ら運営している古民家ゲストハウスや、情報発信などの取り組みについて、
懇談しました。その中で、知事は昭和村の魅力として、「いわゆるインスタ映えなんだけど、昭和村は迫力が違う。
人工的でないものだからなのか、伝統映えっていうのか。すごい力を感じる。」と。
豊かな自然はもちろん、からむしや喰丸小など、その裏にある想いがその迫力に繋がっているのかもしれません。

村のいとなみを伝えるマガジン

広報

しょうわ
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村のデキゴト
occurrence

４
月
８
日
に
、
昭
和
小
学

校
と
中
学
校
の
入
学
式
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
３
名

の
児
童
、
４
名
の
生
徒
が
新

た
に
入
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
５
日
に
は
、

保
育
所
の
入
所
式
が
行
わ
れ

11
名
の
お
子
さ
ん
が
入
所
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
、

新
た
な
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

昭
和
駐
在
所
に
、
鈴す
ず
き
つ
か
さ

木
司

巡
査
部
長
が
着
任
し
ま
し
た
。

鈴
木
巡
査
部
長
は
、
鏡
石

町
の
出
身
で
、
前
任
は
福
島

県
警
察
本
部
交
通
機
動
隊
・

南
相
馬
分
駐
隊
に
在
籍
し
て
、

白
バ
イ
隊
員
だ
っ
た
そ
う
で

す
。現

在
は
、
昭
和
村
で
奥
様

と
一
人
の
お
子
様
と
の
３
人

暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
村
で
の
、
楽
し
み

な
こ
と
に
つ
い
て
、
伺
う

と
、「
雪
を
積
ま
な
く
て
も

か
ま
く
ら
が
で
き
る
そ
う
な

の
で
、子
供
と
の
雪
遊
び
（
そ

り
や
か
ま
く
ら
）
が
楽
し
み

で
す
。」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
在
所
勤
務
も
初

め
て
と
の
こ
と
で
す
が
、

「
村
に
一
人
の
警
察
官
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
緊
張
し
て

い
ま
す
が
、
交
通
安
全
の
相

談
な
ど
を
通
じ
て
、
１
日
も

早
く
皆
さ
ん
の
期
待
に
答
え

ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

４
月
５
日
、
昭
和
村
交
通

安
全
対
策
協
議
会
・
交
通
安

全
協
会
昭
和
分
会
・
交
通
安

全
母
の
会
か
ら
、
小
学
校
新

入
学
児
童
用
に
、
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
や
腕
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

贈
呈
式
は
、
昭
和
小
学
校

で
行
わ
れ
、
小
川
茂
樹
校
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

入
学
・
入
所
お
め
で
と
う

昭
和
駐
在
所
に
鈴
木
巡
査
部
長
着
任

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
贈
呈
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occurrence
村のデキゴト

安あ
ん 

藤ど
う

哲て
つ 

朗ろ
う

（
福
島
市
生
）

（
略
歴
）

・
昭
和
55
年
国
際
基
督
教
大
学(

Ｉ
Ｃ
Ｕ)

教
養
学
部
教
育
学
科
卒
業
。

同
年
よ
り
、
英
語
教
諭
と
し
て
県
内
各
地
の
中
学
校
に
勤
務

・
平
成
７
～
10
年

イ
ン
ド
国
ボ
ン
ベ
イ
日
本
人
学
校
教
諭(

文
科
省

在
外
教
育
施
設
派
遣
教
員)

・
平
成
20
年
４
月
～
23
年
７
月

昭
和
小
学
校
長

・
平
成
28
年
３
月

伊
達
東
小
学
校
を
定
年
退
職

・
平
成
30
年
４
月

伊
達
市
立
図
書
館
長

以
前
、
新
任
校
長
と
し
て
昭
和
小
に
赴
任
し
、
震
災
の
年
の

７
月
ま
で
３
年
４
か
月
間
、
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
村
の
人
と
自
然
が
大
好
き
に
な
り
、
転
出
後
も
年
に
１
、

２
度
は
、
そ
っ
と
村
を
訪
れ
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
、
教
育
長
就
任
の
お
話
を
い
た
だ
き
、「
本
当
に
自
分

で
い
い
の
か
？
」
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
お
世
話
に
な
っ

た
村
の
皆
様
に
恩
返
し
が
で
き
る
な
ら
…
」
と
、８
年
ぶ
り
に

帰
っ
て
来
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

昭
和
村
の
更
に
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、村
の
宝
で
あ
る
人

生
の
先
輩
の
力
も
お
借
り
し
て
、豊
か
な
可
能
性
を
秘
め
た
原

石
の
子
ど
も
達
を
立
派
に
磨
け
る
よ
う
、微
力
な
が
ら
頑
張
る

覚
悟
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安
藤
新
教
育
長
着
任

職
員
３
名
を
新
規
採
用

この度、保育士として
働かせていただくことに
なりました、薄智愉希と
申します。

昨年まで農協職員とし
てお世話になっていまし
た。村での仕事は４年目
を迎えましたが、今年は
また新たな気持ちで、村
民の皆さまとの繋がりを
深め、昭和村の未来を担
う子どもたちの成長の手
助けができるよう努めて
まいります。

至らないところもある
かとは思いますが、何卒
よろしくお願いします。

昭和村保育所

薄
うすき

智
と も ゆ き

愉希

産業建設課 産業係

小
こ に し

西 圭
けいすけ

佑

総務課 住民係

栗
く り き

城 勝
かつゆき

幸

4 月 1 日より産業建設課
産業係へ配属となりまし
た小西圭佑と申します。
昭和村での生活は初めて
なので、早く昭和村での
生活に慣れたいと思いま
す。

産業係では昭和村の基
幹産業であるかすみ草の
担当になりましたのでか
すみ草の勉強はもちろん
のこと生産者の方と連携
を取りより良いかすみ草
を生産するお手伝いがで
きたらと思います。

4 月 1 日より、総務課住
民係へ配属となりました
栗城勝幸と申します。
高校卒業まで 18 年間昭和
村で過ごし、その後 17 年
間は村外で生活していま
したが、この度戻ってま
いりました。

村民の方々のお役に立
てるよう、村外での経験
も活かしつつ、精一杯業
務に取り組んでまいりま
すので、よろしくお願い
致します。







広報しょうわ｜2019.5

当初予算
budget

6

●主な事務事業費

総務費 4億445万円

民生費 3億7,435万円

衛生費 1億2,910万円

◉ 地域福祉計画策定事業
176 万円

◉ 昭和福祉会補助金
5,599 万円

◉ 高齢者生活福祉センター
運営事業等委託料

756 万円
◉ 昭和村社会福祉協議会補助金

539 万円

◉ 放課後児童クラブ運営費
182 万円

◉ 子育て支援医療費
253 万円

◉ 高齢者世帯等除雪支援事業
181 万円

◉ 会津若松地方広域市町村圏整備組
 合衛生費負担金

892 万円
◉ 廃棄物運搬委託料

649 万円
◉ 総合検診・がん検診

676 万円

◉ 予防接種
355 万円

◉ 乳幼児・妊婦健康診査、
 産後ケア事業

232 万円

◉ 会津計算センター負担金
4,477 万円

◉ 昭和村南会津町生活バス
 及び路線バス運行事業

1,250 万円
◉ からむし織体験生・研修生事業

1,530 万円
◉ からむし後継者事業

551 万円
◉ 県立川口高等学校桐径会補助金

130 万円
◉ 夢見る若者応援事業補助金

200 万円
◉ 定住化促進事業

450 万円

◉ 空き家住宅解体援助金
100 万円

◉ 地域づくり応援事業補助金
140 万円

◉ 地域おこし協力隊活動費
2,016 万円

◉ 村議会議員選挙等の選挙費
429 万円

◉ 「日本で最も美しい村」連合
 加入審査料

10 万円

限られた財源を有効活用し、住民生活向上のため、多岐に渡り事業を実施していますが、
そのうち各費目ごとの主な支出は次のとおりとなっています。
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budget
当初予算

農林水産業費 2億384万円

商工費 9,968万円

土木費 2億6,768万円

消防費 8,652万円

教育費 1億3,818万円

◉ 中山間地域等直接支払事業補助金
1,931 万円

◉ 担い手支援対策事業補助金
1,223 万円

◉ 新規就農者確保事業補助金
1,800 万円

◉ 昭和村特産物商品化支援事業補助金
90 万円

◉ 矢ノ原ポンプ取替工事
200 万円

◉ 有害鳥獣防護柵設置事業補助金
100 万円

◉ からむし織の里指定管理料
1,690 万円

◉ 観光協会補助金
1,156 万円

◉ イベント実施事業補助金
400 万円

◉ からむし織の里商品券発行事業
 補助金

330 万円
◉ 昭和村の魅力発信事業 ( 喰丸小 )

1,209 万円

◉ 除雪委託料
7,080 万円

◉ 除雪オペレーター育成支援事業
30 万円

◉ 村道改良舗装工事
2,750 万円

◉ 会津若松地方広域市町村圏整備
 組合消防費負担金

5,241 万円

◉ 小型動力ポンプ付積載車購入
1,050 万円

◉ スクールバス運転管理業務事業
1,435 万円

◉ 複式学級支援員
1,058 万円

◉ 外国語青年招致事業
534 万円

◉ 普通教室 LED 化改修事業
81 万円

◉ 民具整理・聞き取り調査事業
138 万円

◉ 学校給食センター調理員業務委託料
756 万円
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昭和の平成
feature

つ
い
に
、
新
元
号
「
令
和
」

と
な
り
、
昭
和
村
の
由
来
と

な
っ
て
い
る
元
号
「
昭
和
」

は
、
ま
た
一
つ
遠
い
時
代
と

な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
こ
の
「
令

和
」
と
い
う
元
号
に
は
、
慣

れ
ま
し
た
か
？

平
成
と
い
う
約
30
年
間
の

時
代
の
中
で
、
こ
の
昭
和
村

で
、
何
が
起
き
て
、
何
が
変

わ
っ
た
の
か
、
少
し
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
初
期
（
元
年
〜
10
年
）

下
に
ま
と
め
た
平
成
歴
史

年
表
を
見
る
と
、
平
成
の
初

期
に
は
、
健
康
増
進
施
設
や
、

公
民
館
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
す

み
れ
荘
な
ど
の
ハ
ー
ド
へ
の

投
資
が
見
て
と
れ
ま
す
。

今
と
な
っ
て
は
、
ず
っ
と

昔
か
ら
あ
る
よ
う
に
感
じ
る

奥
会
津
昭
和
村
振
興
公
社
や
、

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
も
、
平

成
初
期
の
設
立
で
す
。

平
成
初
中
期
（
11
年
〜
20
年
）

平
成
の
中
期
に
は
、「
合

併
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

出
て
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
平

成
の
大
合
併
の
ピ
ー
ク
が
平

成
17
年
で
す
の
で
、
昭
和
村

も
時
代
の
流
れ
に
乗
り
合
併

の
協
議
を
し
て
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
当
時
の
こ
と
を

よ
く
知
ら
な
い
世
代
か
ら
す

れ
ば
、
合
併
し
て
い
た
ら
、

ど
こ
が
中
心
に
な
っ
て
い
た

ん
だ
ろ
う
、
今
頃
昭
和
村
は

な
か
っ
た
か
も
、
な
ん
て
妄

想
が
膨
ら
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
現
在
は
道
の
駅

昭
和
の
平
成
歴
史
年
表

｜
令
和
改
元
記
念 

小
特
集
｜

昭
和
の
平
成

平成９年 平成８年 平成７年 平成６年 平成５年 平成４年 平成３年 平成２年 平成元年 元号
1997 年 1996 年 1995 年 1994 年 1993 年 1992 年 1991 年 1990 年 1989 年 西暦

 

 

過
疎
地
域
の
活
性
化
で
「
国
土
庁
長
官
賞
」
受
賞

「
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
む
全
国
研
究
大
会
」
開
催

（
株
）
奥
会
津
昭
和
村
振
興
公
社
設
立

か
ら
む
し
の
機
音
が
環
境
庁
「
日
本
の
音
風
景
百
選
」
に
選
定

生
活
路
線
バ
ス
「
昭
和
〜
田
島
」
運
行
開
始

保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

す
み
れ
荘
落
成

か
ら
む
し
織
体
験
生
事
業
開
始

小
野
川
地
区
簡
易
水
道
給
水
開
始

Ｊ
Ａ
昭
和
で
花
き
販
売
額
２
億
円
を
達
成

奥
会
津
昭
和
の
森
オ
ー
プ
ン

県
道
会
津
若
松
・
南
郷
線
国
道
４
０
１
号
に
昇
格

舟
鼻
ト
ン
ネ
ル
開
通

無
火
災
千
日
達
成

旧
喰
丸
小
学
校
が
「
文
化
再
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
活
動
開
始

豪
雪
（
松
山
観
測
所
：
降
雪
累
計
12
ｍ
23
㎝
）

健
康
増
進
施
設
完
成

村
公
民
館
新
築
落
成

「
そ
ん
み
ん
の
う
た
」
発
表
会
開
催

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
５
千
日
達
成

村
の
出
来
事

消
費
税
３
％
か
ら
５
％
に

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生

松
本
サ
リ
ン
事
件
発
生

平
成
の
米
騒
動
（
凶
作
）

湾
岸
戦
争
勃
発

東
西
ド
イ
ツ
が
統
一

長
崎
県
・
雲
仙
普
賢
岳
が
噴
火

消
費
税
３
％
導
入

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

国
内
・
世
界
の
動
き
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feature
昭和の平成

と
な
っ
た
「
か
ら
む
し
織
の

里
」
の
整
備
事
業
が
大
き
な

傾
向
で
、
か
ら
む
し
の
ソ
フ

ト
事
業
部
分
で
も
、「
ア
ジ

ア
苧
麻
会
議
」
な
る
会
議
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
終
期
（
21
年
〜
30
年
）

平
成
終
盤
の
、
大
き
な
出

来
事
は
、
イ
ン
フ
ラ
関
係
の

整
備
で
す
。

悲
願
だ
っ
た
国
道
４
０
１

号
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
、
現

在
進
ん
で
い
ま
す
が
、
息
の

長
い
関
係
団
体
の
要
望
活
動

の
賜
物
で
す
。
意
外
だ
っ
た

の
は
、
博
士
峠
の
冬
期
の
除

雪
作
業
は
比
較
的
近
年
（
平

成
21
年
）
に
な
っ
て
行
わ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
全
村
に
張
り
巡
ら

せ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
り
、

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

が
可
能
と
な
っ
た
り
、
難
視

聴
地
域
で
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
受
信
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
移
住
者
を
受
け
入

れ
る
上
で
も
、
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
は
、
重
要
で
全
体
的
な

傾
向
と
し
て
、
交
流
・
定
住

施
策
へ
移
行
し
て
い
っ
て
る

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

全
体
を
通
じ
て
、
頻
出
す

る
言
葉
は
、
や
は
り
「
カ
ス

ミ
ソ
ウ
」
と
「
か
ら
む
し
」

で
す
。

村
の
根
底
を
支
え
る
、
産

業
と
伝
統
文
化
で
あ
り
、

年
々
、
人
口
は
減
っ
て
い
く

昨
今
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
施

策
が
展
開
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
た
の

か
と
ぞ
っ
と
す
る
と
と
も
に
、

先
人
た
ち
の
発
想
と
ご
苦
労

に
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

平成 19 年 平成 18 年 平成 17 年 平成 16 年 平成 15 年 平成 14 年 平成 13 年 平成 12 年 平成 11 年

2007 年 2006 年 2005 年 2004 年 2003 年 2002 年 2001 年 2000 年 1999 年

村
制
施
行
80
周
年

交
流
・
定
住
施
策
本
格
化

昭
和
村
む
ら
づ
く
り
委
員
会
設
立

豪
雪
（
下
中
津
川
役
場
観
測
所
：
降
雪
累
計
15
ｍ
94
㎝
）

村
営
権
現
山
ス
キ
ー
場
廃
止

「
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
農
林
水
産
大
臣
特
別

賞
優
秀
賞
を
受
賞

両
沼
五
町
村
法
定
合
併
協
議
会
設
置

集
中
豪
雨
災
害
（
水
稲
被
害
面
積
７
ha
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ

5.4 
ha
、
被
害
総
額
２
億
４
千
５
百
万
円
）

農
林
水
産
物
集
出
荷
貯
蔵
施
設
（
雪
室
）
完
成

カ
ス
ミ
ソ
ウ
栽
培
新
規
農
業
参
入
推
進
事
業
開
始

両
沼
五
町
村
合
併
検
討
協
議
会
発
足

「
全
国
カ
ス
ミ
ソ
ウ
ふ
く
し
ま
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
昭
和
」
開
催

三
島
町
、
金
山
町
、
昭
和
村
で
合
併
研
究
会
結
成

村
民
憲
章
制
定

か
ら
む
し
織
の
里
「
郷
土
食
伝
承
館 

苧
麻
庵
」
オ
ー
プ
ン

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
導
入

小
野
川
分
校
休
校

郷
土
芸
能
伝
承
館
落
成
（
両
原
）

か
ら
む
し
織
の
里
整
備
事
業
「
か
ら
む
し
工
芸
博
物
館
」「
織

姫
交
流
館
」
落
成

ア
ジ
ア
苧
麻
会
議
開
催

旧
喰
丸
峠
の
け
や
き
群
が
林
野
庁
「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」

に
選
定

豪
雪
（
松
山
観
測
所
：
降
雪
累
計
14
ｍ
17
㎝
）

乾
燥
調
整
施
設
整
備

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
昭
和
ホ
ー
ム
」
落
成

（
有
）
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
設
立

郵
政
民
営
化
ス
タ
ー
ト

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始

愛
知
万
博
開
催

ロ
ン
ド
ン
同
時
爆
破
事
件
発
生

新
潟
県
中
越
地
震
発
生

新
札
発
行

イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
５
名
が
帰
国

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
開
園

新
紙
幣
二
千
円
札
発
行

欧
州
11
カ
国
が
ユ
ー
ロ
導
入
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読み物
reading

小
野
川
の
オ
ユ
デ
ガ
マ

３
月
25
日
、
栃
木
県
鹿
沼

市
草
久
古
峯
ヶ
原
（
こ
ぶ
が

は
ら
）に
鎮
座
す
る
古
峰（
ふ

る
み
ね
）
神
社
へ
の
代
参
が

あ
っ
た
。
ヒ
ブ
セ
（
火
防
）

の
神
様
で
、
お
そ
ら
く
明
治

時
代
か
ら
村
内
各
集
落
で
行

わ
れ
て
い
る
。
ヒ
ブ
セ
の
神

は
、
江
戸
時
代
は
現
在
の
群

馬
県
の
妙
義
山
等
に
参
拝
し

た
こ
と
を
示
す
灯
籠
等
も
村

内
に
は
確
認
で
き
る
。

代
参
（
だ
い
さ
ん
）
と
は

「
講
員
の
中
か
ら
毎
年
、
幾

人
か
選
出
（
く
じ
に
依
る
所

が
多
い
）
し
、
講
中
の
代
表

で
参
拝
し
、
御
祈
祷
の
御
札

を
受
け
て
、
参
拝
に
当
ら
な

か
っ
た
講
員
に
御
札
を
授
与

す
る
。
そ
の
代
表
で
参
拝
す

る
人
の
こ
と
。
毎
年
交
替
で

全
講
員
が
代
参
人
と
な
る
」

こ
と
。

小
野
川
地
区
の
古
峰
神
社

の
講
中
は
ほ
ぼ
全
戸
が
加
盟

し
て
お
り
３
年
に
一
度
の
く

じ
引
き
で
代
参
す
る
人
が
決

ま
る
。
我
が
家
は
今
回
の
参

拝
と
な
っ
た
。

か
つ
て
は
柳
津
町
の
滝
谷

駅
ま
で
歩
い
て
、
そ
こ
か
ら

汽
車
で
会
津
若
松
、
郡
山
、

鹿
沼
と
移
動
し
、
神
社
に

行
っ
た
が
、
現
在
は
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
等
を
借
り
上
げ
て
の

参
拝
で
あ
る
。
今
回
は
15
名

で
バ
ス
を
借
り
た
。
朝
七
時

発
で
、
参
拝
し
夕
方
に
帰
村

後
、
夕
食
会
を
中
向
の
し
ら

か
ば
荘
で
開
催
し
た
。
こ
の

す
べ
て
の
参
加
費
は
参
加
者

割
で
一
名
９
千
円
で
あ
っ
た
。

な
か
な
か
こ
う
し
た
機
会

は
少
な
い
の
で
、
食
事
を
取

り
な
が
ら
、
小
野
川
の
戦
前

か
ら
昭
和
30
年
く
ら
い
ま
で

の
暮
ら
し
を
う
か
が
っ
た
。

お
も
に
小
野
川
の
斎
藤
賢
一

さ
ん
（
昭
和
８
年
生
）
ら
代

参
参
加
者
か
ら
の
話
で
あ
る
。

小
野
川
本
村
で
か
ら
む
し

を
栽
培
し
て
い
た
の
は
五
～

六
軒
で
、
ほ
ぼ
全
戸
が
ア
サ

（
を
）
栽
培
し
て
い
た
。
一

軒
あ
た
り
五
畝
か
ら
一
反
は

栽
培
し
て
お
り
、
戦
後
は
許

可
制
に
な
り
、
栽
培
者
は
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
葉
た

ば
こ
栽
培
や
高
原
野
菜
の
栽

培
に
転
換
し
た
。

共
同
で
運
用
す
る
オ
ユ
デ

ガ
マ
が
あ
り
カ
ミ
（
上
流

側
）、
シ
モ
（
下
流
側
）
に

数
カ
所
あ
っ
た
。
収
穫
し
た

ア
サ
は
、
こ
の
釜
で
茹
で
て

か
ら
干
し
た
。
繊
維
は
ア
サ

カ
イ
に
売
っ
た
。
中
向
の
清

左
衛
門
さ
ん
や
、
野
尻
の
銀

一
さ
ん
、
大
芦
の
幸
一
郎
さ

ん
が
な
ど
買
い
取
っ
た
。

小
野
川
は
地
域
を
支
え
る

産
業
と
し
て
釜
等
を
導
入
し

地
区
で
運
営
す
る
仕
組
み
が

作
ら
れ
維
持
さ
れ
た
が
、
大

岐
で
は
釜
は
採
用
さ
れ
ず
古

い
ま
ま
の
方
法
で
行
わ
れ

た
（
民
族
文
化
映
像
研
究
所

自
主
制
作
『
か
ら
む
し
と
ア

サ
』
１
９
８
８
年
）。
中
向

の
小
林
政
一
さ
ん
は
「
小
野

川
は
昭
和
村
の
ア
サ
の
本
場

で
あ
っ
た
」
と
語
る
。

ア
サ
の
繊
維
で
、
粗
く
布

を
織
っ
た
。
ア
サ
布
で
仕
立

て
た
ハ
カ
マ
は
、
田
ん
ぼ
に

入
っ
て
濡
れ
て
も
泥
も
落
ち

や
す
く
乾
燥
し
や
す
い
。
田

ん
ぼ
仕
事
を
し
て
昼
休
み
に

野
良
で
休
ん
で
い
る
と
乾
い

た
。自

家
用
の
野
良
着
を
手
製

す
る
原
料
と
し
て
ア
サ
は
必

要
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
、

よ
く
理
解
で
き
た
。

日
本
の
ア
サ
栽
培
の
本
場

は
鹿
沼
市
で
あ
る
。
オ
ユ
デ

ガ
マ
等
の
最
新
技
術
は
こ
こ

か
ら
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
あ
る
い
は
種
子
等
に

つ
い
て
も
当
時
は
入
手
さ
れ

た
こ
と
が
南
会
津
郡
誌
等
で

確
認
さ
れ
る
。
代
参
と
い
う

行
為
は
、
冬
で
あ
る
が
、
ア

サ
の
本
場
を
通
過
し
た
も
の

で
知
見
も
増
え
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。
し
か
し
道
具
の

面
で
は
、
か
ら
む
し
と
ア
サ

の
道
具
を
共
用
す
る
昭
和
村

域
の
道
具
と
鹿
沼
の
ア
サ
引

き
道
具
は
異
な
る
。

故
菊
地
成
彦
先
生
が
提
供

し
た
資
料
と
し
て
１
８
６
年

前
の
天
保
４
年
７
月
「
南

山
御
預
所
産
物
御
会
所
一

件
に
付

願
書
並
び
に
口

上
書
」
が
『
福
島
県
史
第

十
巻
下
』（
１
９
６
８
年
刊
）

１
１
２
１
頁
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
奥
会
津
の
ア

サ
を
江
戸
市
中
に
持
ち
込
み

販
売
し
た
の
だ
が
代
金
回
収

が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
の

訴
訟
に
つ
い
て
の
も
の
で
、

こ
こ
に
小
野
川
村
の
吉
五
郎

麻
荷
と
い
う
こ
と
が
出
て
く

る
。
小
野
川
の
ア
サ
は
江
戸

時
代
、
江
戸
に
出
荷
・
販
売

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。

▼

「
小
野
川
講
中
の
代
参
」

【
連
載
】
新
史
料
紹
介

菅
家

博
昭
（
大
岐
）

野
尻
組
の
「
麻
」「
か
ら
む
し
」
～
第
65
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長










